
【令和５年２月１９日開催 会場：日立システムズホール仙台 コンサートホール】 

第 43回（公社）宮城県芸術協会音楽コンクール ピアノ部門 予選 
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審査講評：岩倉 敦子 審査員長 

皆さん大変よく勉強していらっしゃって感心しました。指の訓練なども一生懸命されているの

がわかりました。タイトルがついている曲を表現する時に、題名の持つイメージを持つこと、作曲

された時代様式や背景を理解して演奏することが大切ですね。題名の意味をあれこれ想像し、

自分なりの世界観を持って、心から味わって演奏していただきたいなと思います。 
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審査講評：岩倉 敦子 審査員長 

審査員一同、Allegro のテンポ設定について考えさせられました。Allegro の本来の意味は

“活発に、生き生きと”ですから、それを表現できるのであれば物理的な速度は求められており

ません。まずは、楽譜をよく読み込んで、音色や歌い方をイメージし、ある程度形ができあがっ

たら他の演奏を参考にするのが本当の近道になるかも知れません。ピアノだけではなく、オー

ケストラや他楽器の演奏をたくさん聴いて、耳と心を育てて行ってください。 

 


